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議会だより

表紙写真

新しい朝がきた
そ～れ1・2・参加しよう♪
•表題（しょうわ）については
「押原中学校 3年5組 山田  創太（やまだそうた）さん」の直筆です。

一般質問 ここが聞きたい9

6月定例会で
決まったこと
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追跡 あの質問はどうなった17
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特集

報酬等審議会の
開催を要請



　昭和町では、平成15年の3月定例会にて、町長、副町長、教育長の給与とともに議員の報酬額が条例改
正により変更されてから、約19年間改正されていません。

　昭和町議会の議員定数は14名です。所属する議員
の年齢は令和4年4月時点で、最年長は80歳、最年少は
48歳、平均年齢68歳と高齢化が進んでいます。
　また、女性は1名のみであり、圧倒的に男性比率が高
くなっています。

　平成31年3月13日の山梨日日新聞の記事によると、山梨県内の町村議会の議員報酬月額は、都道府県
別で最も低いことが全国町村議会議長会の調査で分かったとありました。専門家によると、「小規模自治
体を中心に議員のなり手不足が深刻化していて、議員報酬も要因のひとつになっている。若年世代など
多様な人が参加しやすい環境を整えるため、議員報酬の在り方や夜間、休日議会の開催について検討す
る必要がある」と指摘されています。

町民のなぜ?を
わかりやすく解説

●コロナ禍でみんな大変な時期にする話？
●サラリーマンだって30年間も
　給料があまり増えてないよ？
●年寄りばっかじゃ若者への支援策が減るんじゃない？
●さすがに18万じゃ家族に反対される…

なぜ今、議員報酬が話題になっているの?

19年間変わっていない報酬額

山梨県は報酬額全国ワースト1位

若い人や女性に立候補してほしい

議員報酬は自治体ごとに条例で定めることができます。
議員報酬等の額について審議する場合、まず、町長は第
三者団体の代表などで構成する昭和町特別職報酬等審
議会を設置し、そこで出た意見を聴く必要があります。

町長は審議会からの答申をもとに、報酬額に関する条
例の改正案を議会に提出します。

町長から提出された条例案について、議会で議員が審
議し、可決されることで議員の報酬額は決まります。

①審議会から意見を聴く

②町長が議案を提出

③議会で審議し議決

議員
副議長
議長
町長（参考）

18.9万円
21.4万円

28万円
74万円

●片手間でやっている人もいるんじゃないの？
●区長の報酬も上げたらどう？
●一般住民じゃいくらが適正かなんてわかんないよ
●議員の仕事がわからない
●確かにこの金額じゃ低すぎるよね
●根拠がしっかりしていれば上げてもいいんじゃない
●報酬を上げたら何をしてくれるの？
●町の負担はいくら増えるの？

POINT

1

議員報酬はどうやって決まるの?
POINT

2

昭和町議会議員の報酬月額

報酬が決まるまでの流れ

　昭和町議会では、議員報酬のあり方について、他自治体の状況の調査や町民の皆様への意見聴取、議
会内での合意形成などを図ってきました。これらを通し、令和４年６月10日、町長に対し、昭和町特別職報
酬等審議会の開催、及び議員報酬額の検討を行うことを盛り込んだ要請書を提出しました。
　これを受け、塩澤町長からは「要請を重く受け止め、審議会の開催に向けて準備したい」との回答をい
ただきました。
　世の中が新型コロナウイルス感染症により、大変な経済状況にある中ではありますが、様々な角度から
検討を致しました。今後、昭和町議会としては、より一層町民の皆様に活動を理解していただけるよう努
力していくとともに、区長会長、消防団員等の報酬についても、提言をしていきます。

昭和町議会はこれからどうしていくの?

審議会の開催を町長に要請

POINT

3

諮 問
（意見を聴く）

答 申
（答える）

付 議
（議会で審議する）

議案提出

議会

町長 特別職報酬等
審議会

可決

否決
or

井戸端会議等での意見
町民のつぶやき町民のつぶやき

Ｑ.報酬の算定方法は？
Ａ.決まっていないが、全国町村議会議長会では、議員と町長の活動量を比較した
算定方法を推奨している。
Ｑ.近隣自治体の状況は？
Ａ.市川三郷町議会では、令和３年に町長に対し、報酬増額の審議を求める要望書を
提出した。また、市議会においても、甲斐市や上野原市で提出されている。
Ｑ.議員の仕事とは？
Ａ.議会に出席し、議案の審議をするだけでなく、町民と町執行部との調整役や議
論されたことの報告、会議・式典・研修等への出席など多岐に渡る。

町民の町民の
疑
問
プチ

報酬等審 議会の開催を要請特集 わかりやすく
解説!

要請書提出までの過程

町内8地区で井
戸端会議を開催。
議員報酬につい
て意見を聴取。

令和3年11月～
令和4年1月

議会改革推進会
議で町長への要
請書を作成。
全員協議会で多
くの議員から合
意を得る。

令和4年5月

6月定例会終了
後、石原議長から
塩澤町長に審議
会開催及び報酬
検討の要請書を
提出。

令和4年6月

議会改革推進会
議設置要綱を策
定し、議員報酬に
ついて調査を開
始。

令和2年10月

今後の動向に
ついては追って
ご報告します
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可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

同意

適任

詳細は8月末更新予定のHPの会議録をご覧ください

6月定例会で決まったこと
　令和4年6月定例会は、6月3日から6月10日まで8日間の会期で開催しました。条例関係4案件、令和4
年度一般会計及び特別会計補正予算関係2案件、諮問1案件、委提1案件、人事関係3案件の計11案件
を審議しました。

案件名 内  容 審議結果

昭和町国民健康保険条例中改正の件 新型コロナウイルス感染症の影響により、傷病手当金の
支給対象期間が延長されたことに伴う条例改正

昭和町国民健康保険税条例中改正の件
新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少したこと
に対する国民健康保険税の減免について、国の財政支援
措置が令和４年度も継続されることに伴う条例改正

昭和町介護保険条例中改正の件
新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少したこと
に対する第一号保険料の減免について、国の財政支援措
置が令和４年度も継続されることに伴う条例改正

昭和町放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例中
改正の件

放課後児童クラブに関する国の基準が見直され、「みなし
支援員」の運用期間を町が定められるようになったことに
伴う条例改正

令和４年度昭和町一般会計補正予算
新型コロナウイルスワクチン接種事業に伴う歳入歳出の
増額や低所得子育て世帯生活支援特別給付金事業に伴
う歳入歳出の増額など

令和４年度昭和町
渇水対策事業特別会計補正予算

昭和町固定資産評価審査委員会委員の
選任（再任）

渇水対策基金からの繰り入れと灌漑用水にかかる調査委
託費用の歳出増額

人権擁護委員候補者の推薦の件（再任） 任期満了に伴う委員の推薦（清水新居区／太田 由美子氏）

昭和町議会基本条例中改正の件
議会運営委員会委員以外の議員が議案等を提出した場
合においても、提出者が議会改革推進会議に出席できる
ようにするための条例改正

任期満了に伴う昭和町固定資産評価審査委員会委員の選任
（西条一区／長田　茂氏）

※石原高明議員は議長のため、採決には加わっていません。

昭和町教育委員会委員の任命（新任）

かんがい

おさ  だ

おお  た ゆ     み    こ

石原保夫氏（押越区）の
任期満了に伴う
昭和町教育委員会委員の任命

（飯喰区／井口 加保理氏（新任））
い   ぐち

いし  はら やす  お

か    ほ    り

しげる

昭和町教育委員会委員の任命（再任）
任期満了に伴う昭和町教育委員会委員の任命
（押越区／山田 由美氏）

そうだね。今回は５０００円で１００００円分の商品券が１人２冊まで買うこと
ができるよ。販売期間も令和４年9月３0日までで長いから焦らず買うこと
ができるね。
下に事業の内容をまとめてみたよ。「広報昭和７月号」に
詳細が掲載されているからそっちも見てみてね。

ほたるんのピックアップ！

5月臨時会で決まったこと
令和4年5月臨時会は、5月10日の1日間の会期で開催しました。承認関係5案件、令和4年度一般会計補正
予算関係1案件の計6案件を審議しました。

◀広報昭和7月号

※専決処分とは　議会の権限に属する事項について、町長が議会に代わって意思決定を行うこと。
　町長が、議会を招集する時間的余裕がないと認めるときなどに専決処分をすることができる。

5億141万円
※販売代金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、財政調整基金を財源としています。

令和4年6月1日時点で町内に住民票を有する方

町内全世帯に発送した購入券を持参し、販売期間中に販売委託先で商品券を購入
※購入時、身分証の提示は不要　※一斉販売は行わない

令和4年7月7日（木）～令和4年9月30日（金）

10000円分の商品券を5000円で販売（1人2冊を上限）
※グルメ券：3000円分、ショッピング券：7000円分　※ショッピング券はグルメ券としても使用可
※高齢者及び生活支援が必要な世帯に対しては、別途1人につき1冊を無料配布

対 象 者

事業概要

販売方法

販売期間
令和4年7月16日（土）～令和5年2月28日（火）使用期間

総事業費

7月7日から販売している商品券だね。
去年買って、とってもお得だったから今年もやってくれて嬉しいよ。

このコーナーでは、ぼくが注目する町の事業について紹介していくよ。今回は、５月臨時会で可決された
令和４年度一般会計補正予算の中から、「昭和町３活プレミアム付き商品券事業」を紹介するよ。

承認

承認

承認

承認

承認

可決

詳細は7月末更新予定のHPの会議録をご覧ください
案件名 内  容 審議結果

専決処分の承認を求める件
（昭和町税条例中改正の件）

専決処分の承認を求める件
（令和３年度昭和町一般会計補正予算）

専決処分の承認を求める件（令和３年度昭和
町国民健康保険特別会計補正予算）

専決処分の承認を求める件（令和３年度昭和
町後期高齢者医療特別会計補正予算）

専決処分の承認を求める件（令和３年度昭和
町下水道事業特別会計補正予算）

令和４年度昭和町一般会計補正予算

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う条例改正

後期高齢者医療保険料の普通徴収保険料収入額の確定に伴う増額補正

歳入では、譲与税及び交付金等の確定に伴う増額補正や県支出金の減
額補正など。歳出では、子育て世帯への臨時特別給付金の増額補正や下
水道事業特別会計繰出金の増額補正など

国民健康保険税の滞納繰越分の減収見込みに伴う不足額の国保財政調
整基金での対応等、予算の組み換えに伴う歳入の補正

下水道事業費の工事請負費、並びに補償金の不用額とそれに伴う公共
下水道事業債、一般会計繰入金の補正

新型コロナウイルス感染症の影響による町内事業者の支援や地域の経
済活動の活性化を図ることを目的とした事業の実施に伴う歳入歳出の
増額補正

※石原高明議員は議長のため、採決には加わっていません。

やま  だ ゆ み

やまなし 議会だよりしょうわ No.194
令和4年7月27日発行
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河
住
委
員
　
山
梨
大
学
に
よ

る
本
町
の
水
利
用
に
関
す
る

調
査
で
は
、補
償
井
戸
か
ら

地
下
水
を
汲
み
上
げ
な
く
て

も
、表
流
水
だ
け
で
現
在

使
っ
て
い
る
水
田
を
満
た
す

水
量
は
確
保
で
き
る
と
い
う

が
実
状
は
。

環
境
経
済
課
長
　
表
流
水
の

み
で
満
た
せ
る
と
の
結
果
だ

が
、地
下
水
の
寄
与
率
が
高

い
箇
所
や
水
田
が
水
路
よ
り

も
高
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、補
償
井
戸
を

停
止
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

　
今
後
は
甲
府
市
上
下
水

道
局
と
協
議
を
行
い
、補
償

井
戸
の
買
い
取
り
と
、水
路

改
修
を
含
め
た
電
気
料
金
の

削
減
を
進
め
る
。

金
丸
委
員
　
町
内
の
水
田
で

は
田
植
え
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、水
路
か
ら
水
が
し
み
だ

し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。劣
化

が
原
因
の
よ
う
な
の
で
水
路

の
総
点
検
を
し
て
は
ど
う

か
。

6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

質
問
は
要
約

さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、審
議
し
た
議
案
や
質
問・答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。会
議
の
内
容
は
、会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
原（
政
）委
員
　
町
内
の
事

業
者
が
集
客
や
販
売
促
進
に

取
り
組
ん
だ
場
合
、
10
万
円

の
支
援
金
が
交
付
さ
れ
る
制

度
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ア
プ
リ
で

す
で
に
販
売
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
が
更
新
す

る
場
合
も
対
象
に
な
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
要
綱
に
は

「
新
た
に
」と
記
載
さ
れ
て
い

る
。他
に
新
規
の
事
業
も
組

み
合
わ
せ
て
実
施
し
た
場
合

は
対
象
と
な
る
。

小
林
議
員
　
こ
の
事
業
の
対

象
は
商
業
だ
け
だ
が
、農
業

者
支
援
は
。

環
境
経
済
課
長
　
農
業
者

支
援
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
。

補
償
井
戸
の
今
後
は

建
設
課
長
　
現
場
を
確
認

し
、応
急
対
策
等
が
必
要
で

あ
れ
ば
行
い
、水
稲
の
時
期

が
終
わ
り
次
第
、点
検
を
含

め
対
応
策
を
検
討
し
て
い

く
。

樋
口
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
電
話
受
付
に
つ
い
て
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
が
、電
話
回
線
は
い
く
つ

あ
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
こ
れ

ま
で
電
話
は
最
大
8
回
線

だ
っ
た
。4
回
目
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
電
話
受
付
に
関
し
て

は
、最
大
で
10
回
線
10
人
で
の

対
応
を
考
え
て
い
る
。

長
田
委
員
　
近
隣
市
で
は
、

公
園
を
利
用
す
る
機
会
の
多

い
子
育
て
世
代
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、公
園
内
に
乳
幼

児
の
紙
お
む
つ
と
お
し
り
ふ

き
を
購
入
で
き
る
自
動
販
売

機
を
設
置
し
た
。本
町
で
も
、

子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
押
原
公
園
、彩
の

広
場
、常
永
ゆ
め
広
場
に
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
課
長
　
子
育
て

世
代
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
連
れ
て
公
園
に
遊

び
に
来
ら
れ
る
環
境
整
備
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
を
研
究
す

る
と
と
も
に
公
園
内
の
現
況

や
設
置
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

水路の壁にできたひび割れ

水
源
対
策
特
別
委
員
会

水
路
の
総
点
検
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
増
員
は

販
促
支
援
事
業
の
対
象
は

公
園
に
お
む
つ
自
販
機
を

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

※
補
償
井
戸
と
は

灌
漑
用
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
の

甲
府
市
が
管
理
す
る
深
井
戸
。町

内
に
22
箇
所
あ
る
。

高齢化が進むにつれて、交通弱者に対す
る交通機関の整備が課題であり、農・工・

商のバランスの取れた、若者が住みやすい町で
あることが魅力だと思います。

押原小学校の6年生が令和4年6月定例会の一般質問を傍聴に来てくれました。皆さん
真剣なまなざしで議員と町とのやり取りを聞いていました。この傍聴を通して、議会に
ついて気になったことをたくさん質問してくれたので、そのいくつかをご紹介します。

回
答

昭和町の課題と魅力
は何だと思いますか？

質
問

この番号は「議席番号」といって、昭和町議
会では当選回数が少ない順に１番から割り

当てられています。

回
答

席にあった議員の名
前プレートに書かれ
た番号にはどんな意
味がありますか？

質
問

小さな町の特徴を活かした交通弱者への
交通機関の環境整備や、地域のコミュニ

ティを重視した安全・安心のまちづくりをしていき
たいと考えています。

回
答

昭和町をこれからど
のような町にしていく
のか教えてください。

質
問

議会で使う資料を見るために使っていま
す。以前は町長たちと同じように紙の資料

を使っていましたが、ペーパーレスを図るためタ
ブレットを使うようになりました。

回
答

議会の最中に使って
いたタブレットは何
のためにあるのです
か？

質
問

満２５歳以上の日本国民であ
ればなれますが、他にもいくつ

か条件があるので総務省のＨＰを参
考にしてください。

藤巻 士恩さん

ふじまき しおん

竹村  晄さん

たけむら ひかる

佐野 蒼斗さん

さの あおと

廣瀬  絃さん

ひろせ いと

望月 紗良さん

もちづき さら

秋山 音夢さん

あきやま ねむ

回
答

町議会議員は何歳か
らなれるのか決まっ
ていますか？

質
問

自分の行動によって、人々の期待に応える
ことができたということが、議員にとって何

よりのやりがいです。

回
答

町議会議員のやりが
いは何ですか？

質
問

やまなし 議会だよりしょうわ No.194
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6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

樋
口
委
員
　
押
原
中
学
校

に
お
い
て
、休
日
の
部
活
動
の

指
導
を
外
部
に
委
託
す
る
こ

と
に
つい
て
、町
の
考
え
は
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
と

し
て
は
町
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス

ク
ー
ル
の
推
進
と
と
も
に
、

キ
ャ
メ
リ
ア
と
連
携
・
協
働
し

た
中
で
、部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。本

年
度
は
、１
〜
２
の
部
活
動
に

お
い
て
外
部
指
導
員
を
受
け

入
れ
る
予
定
で
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
。

林
委
員
　
委
託
児
童
に
関
し

て
清
水
新
居
区
の
総
会
で
終

了
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。

　
今
後
、甲
府
市
と
ど
の
よ

う
に
話
を
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
現
時
点
に
お
い

て
、区
か
ら
町
や
教
育
委
員

会
に
報
告
を
受
け
て
い
な
い
。

正
式
な
報
告
後
、甲
府
市
と

交
渉
し
て
い
く
予
定
。

海
野
議
員
　
他
県
で
は
誤
っ

て
振
り
込
ま
れ
た
給
付
金
を

町
民
が
誤
給
付
と
知
り
な
が

ら
使
って
し
ま
っ
た
事
件
が
発

生
し
た
が
、発
端
は
役
場
の

二
重
給
付
の
事
務
ミ
ス
で
あ

り
、全
国
的
に
も
誤
っ
た
送

金
は
相
次
い
で
い
る
と
報
道

さ
れ
て
い
た
。昭
和
町
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

に
な
る
。

　
現
行
通
り
使
用
し
て
い
く

が
、将
来
的
に
は
見
直
し
も

検
討
し
て
い
く
。

堀
議
員
　
下
水
道
課
で
使

用
し
て
い
る
通
知
書
を
作
製

す
る
機
械
が
用
紙
の
規
格
の

違
い
か
ら
使
用
で
き
な
い
た

め
、新
た
に
機
械
を
購
入
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、町
か
ら
発

出
す
る
書
類
の
規
格
を
統
一

で
き
な
い
か
。

税
務
課
長
　
規
格
を
統
一で

き
れ
ば
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

明
記
内
容
に
か
な
り
の
差
が

あ
る
。そ
れ
を
統
一規
格
と
し

て
圧
縮
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

河
田
議
員
　
地
域
の
清
掃
作

業
等
に
出
ら
れ
な
い
高
齢
者

る
の
か
。

　
ま
た
、本
町
で
も
デ
ー
タ
の

受
け
渡
し
に
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク（
以
下「
F
D
」）を

使
用
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
現
在
、伝
票
を

回
す
際
は
制
度
を
理
解
し
た

上
で
複
数
の
目
で
チ
ェッ
ク
を

し
て
い
る
が
、今
回
の
こ
と
を

受
け
、課
長
会
議
を
通
じ
て

改
め
て
職
員
に
対
し
、事
務

処
理
の
見
直
し
を
す
る
よ
う

周
知
を
し
た
。誤
送
金
の
は
っ

き
り
し
た
原
因
は
わ
か
って
い

な
い
が
、支
払
報
告
書
な
ど
の

処
理
に
つ
い
て
、出
納
室
及
び

指
定
金
融
機
関
と
話
を
し
、

ミ
ス
の
無
い
よ
う
チ
ェッ
ク
を

し
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
ま
た
、F
D
を
使
用
す
る

事
務
も
あ
る
。金
融
機
関
に

よって
は
F
D
を
指
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。現
在
、

F
D
の
使
用
に
支
障
は
な

く
、違
う
媒
体
に
す
る
た
め

に
は
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

や
障
が
い
者
等
の
単
独
世
帯

や
、区
や
組
に
入
っ
て
い
な
い

住
民
に
対
す
る
出
不
足
料
の

取
り
扱
い
は
各
区
で
決
め
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
状
況
を
町
と
し
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長
　
全
地
区

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、全
て
の

区
に
お
い
て
、出
不
足
料
の
取

り
決
め
は
各
組
で
の
決
め
事

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。出

不
足
料
に
対
す
る
考
え
方
の

違
い
や
高
齢
者
世
帯
の
数
が

組
ご
と
に
違
う
こ
と
も
あ

り
、一
律
に
区
で
決
め
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。町
と
し
て
の
対
策
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

押中部活動風景

地区の河川清掃

部
活
動
の
外
部
委
託
は

委
託
児
童
終
了
の
協
議
は

誤
送
金
の
防
止
策
は

通
知
の
規
格
の
統
一
は

出
不
足
料
の
取
り
扱
い
は

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

石原　政信 議員
い し は ら ま さ の ぶ

く
、
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に

努
め
て
い
く
。

一般質問の内容は議会事務局及び8月末更新のHP会議録からも閲覧できます ▶▶▶

※質問・答弁はスペースの都合上、要約されています。

Q 食品値上げの
学校給食への影響と対応は？
A 高騰分を補填し、

給食費の改定は考えていない

施策を問う施策を問う施策を問う ここが聞きたい

　国
際
的
な
社
会
情
勢
等
に
よ

る
影
響
か
ら
、
令
和
４
年
に
は

約
６
０
０
０
品
目
に
も
及
ぶ
食

品
が
値
上
げ
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。　学

校
給
食
へ
の
影
響
や
、
保

護
者
お
よ
び
町
へ
の
負
担
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

　
原
材
料
価
格
の
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
食
料
品
、
飲
料
、
調

味
料
、
日
用
品
等
の
値
上
げ
が

相
次
い
で
お
り
、
学
校
給
食
に

お
い
て
も
食
材
価
格
が
高
騰
す

る
中
、
予
算
内
で
の
給
食
の
提

供
に
大
変
苦
心
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

　
献
立
や
仕
入
れ
、
調
理
方
法

等
を
工
夫
し
な
が
ら
、
安
全
、

安
心
、安
価
で
あ
る
と
と
も
に
、

栄
養
価
、
質
、
量
を
維
持
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い
し
い

給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
る

が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
賄
材
料
費

へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今

後
の
食
材
価
格
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
食
材

価
格
の
高
騰
分
を
補
填
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
昭
和
町
の
学

校
給
食
費
は
、
小
学
生
は
月
額

４
９
０
５
円
で
あ
る
が
、
町
の

助
成
に
よ
り
３
８
９
０
円
、
一

食
あ
た
り
２
２
５
円
と
な
っ
て

い
る
。
中
学
生
は
月
額
５
５
９

６
円
で
あ
る
が
、
町
の
助
成
に

よ
り
４
４
４
０
円
、
一
食
あ
た

り
２
５
７
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
時
点
に
お
い

て
は
、
こ
の
価
格
を
維
持
し
、

保
護
者
の
負
担
増
と
な
る
給
食

費
の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の

心
と
体
の
成
長
を
支
え
、
楽
し

石
原

教
育
長

おいしい給食
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

堀　門太 議員
ほ り も ん た

海野　豊 議員
う み の ゆたか

の
か
。
１
対
１
の
合
併
で
考
え

ら
れ
る
選
択
枝
で
は
、
い
ず
れ

も
地
理
的
に
は
昭
和
町
が
端
っ

こ
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
本

町
と
し
て
は
不
利
益
を
被
り
か

ね
な
い
。

　例
え
ば
、
中
央
市
と
甲
斐
市

と
本
町
の
３
つ
で
合
併
す
る
と

地
理
的
中
心
地
は
本
町
と
な

り
、
甲
府
市
を
吸
収
す
る
優
位

性
は
保
た
れ
る
だ
ろ
う
。

　将
来
を
見
据
え
た
行
政
運
営

に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　政
治
学
者
に
よ
る
と
総
務
省

は
「
令
和
の
大
合
併
」
を
仕
掛

け
た
い
考
え
が
あ
る
そ
う
だ
。

本
町
は
平
成
の
大
合
併
の
流
れ

に
は
乗
ら
な
い
こ
と
を
選
択

し
、
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し

て
い
く
の
か
。

　
町
で
は
、
国
や
県
か
ら
令
和

の
大
合
併
に
つ
い
て
の
通
知
や

情
報
を
い
た
だ
い
て
い
な
い

が
、
本
町
は
皆
様
ご
承
知
の
と

お
り
、「
平
成
の
大
合
併
」の
際
、

単
独
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
選
択

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
に
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」、「
こ
の
ま
ま

住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
町
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　国
や
県
か
ら
の
通
知
の
あ
る

な
し
で
は
な
く
、
前
も
っ
て
長

期
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　万
が
一
、
令
和
の
大
合
併
が

行
わ
れ
る
時
に
向
け
て
、
周
辺

市
町
と
の
合
併
な
ど
、
色
々
な

状
況
を
考
え
て
検
討
し
て
み
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
総
務
省
か
ら
合
併
を
促
す
よ

う
な
資
料
、
情
報
は
き
て
は
な

く
、
将
来
的
な
こ
と
、
万
が
一

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え

で
き
な
い
。

　例
え
ば
、
今
に
な
っ
て
慌
て

て
検
討
し
て
い
る
公
共
施
設
の

問
題
も
早
い
う
ち
か
ら
計
画
に

着
手
し
て
い
れ
ば
、
適
正
な
時

期
に
対
応
で
き
た
こ
と
と
思

う
。令
和
の
大
合
併
の
問
題
も
、

堀

堀

町
長

Q 令和の大合併について
どう対応していくのか？
A 町民に「住んでよかった」と思ってもらえる

町政運営に取り組む

政
治
学
者
の
間
で
は
噂
さ
れ
て

お
り
、
本
町
も
合
併
を
迫
ら
れ

る
事
態
に
陥
る
可
能
性
は
充
分

考
え
ら
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
、

事
前
に
何
も
考
え
て
い
な
い
と

な
る
と
、
判
断
、
対
応
を
誤
っ

て
し
ま
う
。
行
政
と
し
て
は
、

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
視
野

に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　甲
府
市
に
吸
収
さ
れ
て
良
い

の
か
。
そ
れ
と
も
中
央
市
と
一

緒
に
な
る
の
か
。
甲
斐
市
と
な

総
務
課
長

　近
年
は
雨
の
降
り
方
が
変

わ
っ
て
き
た
。
線
状
降
水
帯
な

ど
降
雨
の
量
が
過
去
の
統
計
と

明
ら
か
に
違
う
。
気
候
変
動
に

よ
り
50
年
に
一
度
程
度
起
き
て

い
た
水
害
が
、
今
は
毎
年
起
き

て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
ま
で
は

大
丈
夫
だ
っ
た
こ
と
が
、
今
後

も
大
丈
夫
と
い
う
保
証
は
な

い
。
鎌
田
川
周
辺
は
宅
地
化
が

進
ん
で
お
り
氾
濫
被
害
の
心
配

が
な
い
か
。
山
梨
県
は
、
令
和

3
年
3
月
に
鎌
田
川
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
を
公
表
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
甲
府
市
で
は

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂

し
た
。
昭
和
町
で
も
令
和
元
年

版
昭
和
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
改
訂
は
早
急
に
必
要
で
は

な
い
か
。
家
屋
流
失
の
恐
れ
が

あ
る
区
域
は
な
い
か
。

　
平
成
31
年
４
月
に
改
訂
し
た

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平

成
27
年
の
水
防
法
の
改
正
に
よ

り
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降

雨
に
よ
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
改
訂
を
行
い
、

全
戸
配
布
を
は
じ
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
周
知
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
令
和
3
年
3
月
に

山
梨
県
が
管
理
す
る
河
川
で
、

水
位
周
知
河
川
の
指
定
を
受
け

て
い
る
河
川
の
洪
水
浸
水
想
定

区
域
図
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
本
町
に
関
係
す
る
河
川

は
、
鎌
田
川
と
貢
川
で
あ
り
、

速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
周
知
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
想
定
最
大
規

模
の
浸
水
深
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
本
町
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
浸
水
深
に
変
更
が
必

要
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、

家
屋
流
出
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

等
に
関
し
て
は
、
県
が
公
表
し

た
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域

の
河
岸
浸
食
に
よ
る
影
響
に
つ

海
野

町
長

Q 町内に家屋流失の恐れのある
区域はあるのか？
A 県が公表した家屋倒壊等氾濫想定区域の

河岸浸食による影響について対応に努める

い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

対
応
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
本
町
の
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
に
つ
い
て
も
、

必
要
に
応
じ
て
す
す
め
て
い
く
。

　鎌
田
川
に
は
大
き
な
水
門
が

何
箇
所
か
設
置
を
さ
れ
、
平
常

時
で
も
あ
る
程
度
の
水
位
が
あ

る
。　大

水
の
時
に
鎌
田
川
の
水
門

管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　
鎌
田
川
に
設
置
さ
れ
て
い
る

水
門
は
5
箇
所
あ
り
、
１
箇
所

は
水
利
権
者
が
管
理
し
、
４
箇

所
は
町
が
管
理
し
て
い
る
。

　
５
箇
所
の
水
門
す
べ
て
が
増

水
時
に
は
自
動
で
転
倒
す
る
水

門
と
な
っ
て
お
り
、
定
期
的
に

点
検
を
行
い
、
不
具
合
等
が
あ

る
場
合
に
は
修
理
を
行
う
な
ど

対
応
し
て
い
る
。

再
質
問

再
質
問

町のほぼ中央を流れる鎌田川

建
設
課
長

甲府市

昭和町

韮崎市
甲斐市

北杜市

南アルプス市

山梨市

笛吹市

富士河口湖町

鳴沢村

中央市

市川三郷町

身延町

南部町

富士川町

早川町

大月市

小菅村

丹波山村

甲州市

上野原市

都留市
道志村

富士吉田市 山中湖村

忍野村

西桂町
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河住　保茂 議員
か わ す み や す し げ

　
ま
た
、
具
体
的
な
計
画
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
事

業
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
町
民
の
満
足
度
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い

く
。　当

議
会
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
へ
の
寄
附
を
行
い
、
町
で

は
募
金
箱
を
庁
舎
正
面
入
り
口

に
設
置
す
る
な
ど
の
支
援
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
人

道
支
援
策
と
し
て
町
営
住
宅
の

空
き
部
屋
を
利
用
し
、
避
難
民

の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
国
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
及
び
周

辺
国
へ
の
支
援
、
並
び
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
の
日
本
へ
の
受

け
入
れ
支
援
に
関
係
省
庁
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

田中　博愛 議員
ひ ろ よ した な か

　町
が
保
有
す
る
自
動
車
は
条

例
に
基
づ
き
、
公
益
上
必
要
が

あ
る
場
合
に
限
り
、
無
償
ま
た

は
低
額
で
各
地
区
の
河
川
清
掃

等
に
貸
し
出
し
を
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
感
じ

る
。
今
後
、
各
種
団
体
か
ら
の

利
用
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
貸

し
出
し
等
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
公
用
車
の
貸
出
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
公
益
上
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
例

え
ば
各
区
の
河
川
清
掃
等
の
行

事
に
対
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
貸

出
し
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
後
も
引
き
続
き
貸
し
出
し
を

継
続
し
て
い
く
。

　
公
用
車
は
基
本
的
に
は
町
の

公
務
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の

で
、休
日
に
お
い
て
も
急
き
ょ
、

る
。

　
山
梨
県
に
お
い
て
も
避
難
民

の
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
受

け
入
れ
態
勢
の
準
備
を
行
っ
て

お
り
、「
や
ま
な
し
外
国
人
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
受
け
入
れ
相
談
窓
口
を

設
置
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
庁
舎
内
へ

募
金
箱
を
設
置
し
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
方
々
へ
の
支
援
を
行
っ
て

き
た
が
、
避
難
民
の
受
け
入
れ

は
国
・
県
・
市
町
村
、
及
び
関

係
機
関
が
連
携
を
図
り
な
が
ら

検
討
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い

る
。

　
町
で
も
既
に
情
報
収
集
や
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
進
め

て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
支
援

に
つ
い
て
は
相
談
者
に
寄
り
添

い
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
対

応
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　本
町
の
公
共
施
設
は
中
央
公

民
館
を
筆
頭
に
い
ず
れ
の
施
設

も
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

　今
後
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
を
ど
の
よ
う
に
再
編
し
て
い

く
の
か
。

　
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、
町
民
や
町
の
職
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
に
お

い
て「
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
」

と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、
利
用

者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う

施
設
の
再
編
に
向
け
て
集
約
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
今
年
4
月
に
は
総
務
課
に

「
総
合
戦
略
推
進
監
」
を
配
置

し
、
総
合
戦
略
の
推
進
並
び
に

公
共
施
設
の
再
編
等
の
重
要
課

題
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
昨
年
予
定
し
て
い
た（
仮
称
）

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討
会
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
と

な
っ
た
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
開
催
方
法
、
開
催
時

期
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　「
ど
こ
か
ら
改
修
し
て
い
く

の
か
」、「
窓
口
の
一
本
化
」
な

ど
の
件
に
つ
い
て
も
、
あ
り
方

検
討
会
の
際
に
丁
寧
に
説
明
し

て
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中

町
長

Q 老朽化した公共施設を
どう再編していくのか？
A 「公共施設のあり方検討会」を開催し、

広く意見をいただきたい

町
長

　農
業
後
継
者
が
不
足
す
る
現

状
に
お
い
て
、
青
地
農
地
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
沿
線
地
域
と
し
て
、
リ
ニ
ア

開
業
を
見
据
え
た
土
地
利
用
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

　
本
町
は
甲
府
都
市
計
画
区
域

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
県

に
市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
も
の

の
、
市
街
化
区
域
の
拡
大
に
つ

い
て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成

30
年
度
に
は
開
発
行
為
等
の
許

可
基
準
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
令
和
2
年
度
に
は
最
低
敷

地
面
積
を
緩
和
す
る
改
正
を
行

い
、
昨
年
と
一
昨
年
は
除
外
の

申
し
出
を
受
け
付
け
、
行
っ
て

き
た
。

　
今
後
も
公
共
性
や
公
益
性
と

農
業
振
興
や
農
地
保
全
と
の
調

整
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、
有

効
な
土
地
利
用
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
交
通
環
境
の
優
位
性

を
活
か
し
た
環
境
に
や
さ
し
い

成
長
産
業
の
誘
致
に
関
し
て

は
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
の
動

向
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進

め
、
町
づ
く
り
に
お
け
る
優
先

順
位
、
緊
急
性
、
効
果
と
い
っ

た
多
角
的
な
検
討
と
、
多
様
な

方
策
に
よ
る
財
源
確
保
を
図
り

つ
つ
、
長
期
的
な
行
財
政
運
営

の
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

河
住

町
長

Q 農地の活用にどう取り組んでいくのか？

A 有効な土地利用ができるよう検討していく

職
員
が
公
用
車
で
対
応
す
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
貸
し
出

し
対
象
は
区
が
主
催
す
る
行
事

等
、
公
益
に
関
す
る
事
業
及
び

団
体
に
限
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
利
用

希
望
も
鑑
み
る
と
、
今
後
、
公

益
上
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
な

か
で
、
対
象
は
区
や
団
体
に
限

定
さ
れ
る
が
、
貸
し
出
し
対
象

事
業
を
ど
の
程
度
ま
で
広
げ
ら

れ
る
か
検
討
を
し
て
い
く
。

　地
域
の
高
齢
者
が
粗
大
ご
み

な
ど
を
持
ち
出
す
時
な
ど
に
区

の
事
業
と
し
て
公
用
車
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
区
の
事
業
と
し
て
高
齢
者
の

支
援
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
は

公
益
性
が
あ
り
、
貸
し
出
し
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

町
長

総
務
課
長

Q
町
が
保
有
す
る

自
動
車
の
さ
ら
な
る

有
効
活
用
を
！

河
住

A
貸
出
対
象
事
業
の

範
囲
拡
大
が
可
能
か

検
討
し
て
い
く

Q
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
の

受
け
入
れ
を
！

田
中

A
国
や
県
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら

で
き
る
限
り
の

対
応
を
行
い
た
い

再
質
問

町が保有する公用車

昭和町役場本庁舎
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関
係
機
関
と
協
議
し
た
中
で
、

機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
導
入

を
含
め
、
適
正
な
団
員
数
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

長田　信夫 議員
お さ だ の ぶ お

情
に
応
じ
た
相
談
を
受
け
、
既

存
の
支
援
体
制
の
機
能
や
専
門

性
を
活
か
し
て
各
機
関
が
必
要

に
応
じ
て
情
報
共
有
を
行
い
、

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
関
係
各
課
等
が
連

携
し
て
法
令
や
制
度
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
包
括
的
な

相
談
体
制
の
ほ
か
、
介
護
予
防

等
に
お
け
る
運
動
教
室
な
ど
の

参
加
の
機
会
の
提
供
、
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
支
援
と
し
て
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
を

展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
個
人
や
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
に
努

め
、
重
層
的
、
包
括
的
な
支
援

体
制
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

　
相
談
窓
口
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
看
板
な
ど
の
設
置
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
本
町
は
単
独
町
な
ら
で
は
の

身
近
な
相
談
体
制
が
で
き
て
い

る
と
思
う
の
で
、
福
祉
関
係
な

ら
総
合
会
館
に
相
談
に
来
て
も

ら
い
た
い
。

　
介
護
者
も
い
ろ
い
ろ
な
状
況

に
あ
る
の
で
、
個
々
の
状
況
に

応
じ
た
相
談
、
サ
ー
ビ
ス
等
を

検
討
し
て
い
く
。

　平
成
29
年
に
社
会
福
祉
法
が

改
正
さ
れ
、
既
存
の
介
護
、
障

害
者
福
祉
等
の
相
談
支
援
に
加

え
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り

支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

が
創
設
さ
れ
た
。
本
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
重
層
的
支
援
を
推
進
す
る
う

え
で
重
要
な
の
は
、
断
ら
な
い

相
談
体
制
で
あ
る
こ
と
、
相
談

者
に
寄
り
添
う
こ
と
で
あ
る
の

で
、
ま
ず
は
個
人
や
地
域
の
実

　団
員
確
保
の
問
題
な
ど
消
防

団
を
取
り
巻
く
環
境
は
全
国
的

に
厳
し
い
状
況
だ
け
に
、
特
定

の
災
害
任
務
だ
け
に
従
事
す
る

機
能
別
消
防
団
員
（
分
団
）
制

度
を
活
用
し
、
消
防
団
O
B

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
防

災
力
の
低
下
を
招
か
な
い
程
度

に
基
本
消
防
団
員
定
数
を
削
減

し
、
処
遇
の
改
善
を
さ
ら
に
進

め
て
は
ど
う
か
。

　
昭
和
町
消
防
団
員
の
定
数
は

条
例
に
お
い
て
現
在
1
1
8
人

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
消
防
団

員
は
消
防
団
長
が
任
用
し
、
基

本
的
に
は
消
防
団
長
の
招
集
に

よ
っ
て
出
動
し
、
職
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
町
の
消
防
団
に
お
い
て
も

新
入
団
員
の
確
保
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
町
と
し
て
は
こ
れ

ま
で
消
防
団
員
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
、
平
成
25
年
12
月

か
ら
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

自
動
車
運
転
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
経
費
の
一
部
補
助
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
消
防
団
員
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
に
は
消

防
委
員
会
で
協
議
い
た
だ
く
中

で
、
各
部
の
団
員
定
数
の
見
直

し
を
行
い
、
第
２
部
、
第
６
部

を
２
人
ず
つ
減
員
し
、第
１
部
、

第
７
部
を
２
人
ず
つ
増
員
す
る

な
ど
、
計
８
人
の
各
部
に
お
け

る
団
員
定
数
を
変
更
し
た
。
あ

わ
せ
て
手
当
の
見
直
し
も
行
う

中
で
、
消
防
団
員
の
処
遇
の
改

善
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

　
機
能
別
消
防
団
員
制
度
は
、

消
防
団
員
が
す
べ
て
の
災
害
活

動
に
参
加
す
る
基
本
的
な
消
防

団
制
度
の
補
完
的
制
度
と
し

て
、
各
市
町
村
が
地
域
実
態
に

長
田

町
長

Q 機能別消防団員制度を活用し、
基本消防団員定数の削減を！
A 制度の導入を含め、適正な団員数を検討していく

応
じ
て
採
用
す
る
制
度
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

県
内
で
は
11
の
市
町
村
で
４
０

０
人
を
超
え
る
機
能
別
消
防
団

員
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
昭
和
町
で
は
お
勤
め
を
さ
れ

て
い
る
団
員
も
多
く
、
災
害
時

の
要
員
確
保
が
難
し
い
と
い
う

状
況
は
認
識
し
て
お
り
、
大
規

模
災
害
団
員
制
度
の
導
入
も
含

め
、
地
域
の
防
災
力
の
低
下
を

招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
ず

は
機
能
別
消
防
団
員
制
度
に
つ

い
て
、
県
内
で
制
度
を
導
入
し

て
い
る
市
町
村
の
状
況
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
消
防

団
、
区
長
会
、
消
防
委
員
会
等
、

　家
族
介
護
は
世
帯
の
縮
小
や

単
身
世
帯
の
増
加
と
と
も
に
、

今
や
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
起
こ
る
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
県
の
調
査
で
は
約
65
％
の

男
性
介
護
者
が
孤
立
状
態
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
た
。
本
町
で
の

男
性
介
護
者
の
実
態
と
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
令
和
4
年
3
月
に
報
告
さ
れ

た
「
山
梨
県
に
お
け
る
男
性
介

護
者
の
現
状
と
支
援
の
課
題
・

介
護
支
援
専
門
員
及
び
男
性
介

護
者
調
査
報
告
書
」な
ど
か
ら
、

介
護
認
定
率
及
び
高
齢
化
率
と

も
に
、
本
町
は
県
内
で
も
低
い

状
況
に
あ
る
が
、
町
内
で
男
性

介
護
者
の
実
態
等
が
把
握
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
対
応

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
本
町
の
男
性
介
護
者
の
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
主
な

相
談
窓
口
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
令
和
３
年
度

の
実
績
と
し
て
４
５
０
件
の
相

談
件
数
の
う
ち
、
２
割
程
度
が

男
性
か
ら
の
相
談
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
等
を
踏
ま

え
、
つ
ど
い
の
場
の
実
施
の
ほ

か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
の

連
携
を
図
り
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

　
ま
た
、
つ
ど
い
の
場
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
個
別

相
談
な
ど
寄
り
添
っ
た
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
本
町
の
取
り
組
み
に

加
え
、
県
の
施
策
を
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
く
。

　介
護
を
終
え
た
あ
と
の
生
活

支
援
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

河
田

町
長

町
長

福
祉
介
護
課
長

Q 孤立状態が多い男性介護者の支援を！

A 個別相談など寄り添った対応を行っていく

福
祉
介
護
課
長

河田　あけみ 議員
か わ だ

再
質
問

再
質
問

Q
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
」の

取
り
組
み
は
？

河
田

A
関
係
各
課
等
が

連
携
し
て

包
括
的
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る

ポンプ車

やまなし 議会だよりしょうわ No.194
令和4年7月27日発行

15 やまなし 議会だよりしょうわ No.194
令和4年7月27日発行 14



追跡追跡 あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？
追
跡

子どもの目の機能は生まれてから発達を続け、6歳までにほぼ完成すると言われているが、強い屈折異常、遠
視、近視、斜視などが3歳児健診での視力検査で見逃された場合、治療が遅れて十分な視力が得られないこと
が指摘されている。そこで本町でも3歳児健診で屈折検査を導入してはどうか。

問
令和3年7月に日本眼科医会から「3歳児健診における視力検査マニュアル」が示
され、３歳児健診に屈折検査の導入を！という提言がされた。これを受け、令和3年
11月の3歳児健診では屈折検査のテスト導入を行い、短時間で弱視のリスク判定
ができることを確認した。今後は諸準備を急ぎ行い、令和4年度の3歳児健診から
これまでの視力検査に加え、屈折検査を本格導入したいと考えている。

答

令和4年5月12日の3歳児健診から、「スポットビジョンスクリー
ナー」という検査機器を用いた屈折検査が導入された。

３歳児健診で屈折検査の導入を！ 令和3年12月議会
河田 あけみ 議員

こうなった

議員の質問に、町当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

議会だよりしょうわNo.193について、こんな意見をいただきました。（一部掲載）

昭和町議会では、議会モニターのみなさんに議会だよりに関してのアンケートへご協力をいただいています。今回は、「議会だよ
り しょうわNo.193」について、議会モニターのみなさんからいただいた貴重なご意見等をいくつかご紹介させていただきます。

「議会だより しょうわ」を
読んでみて モニターさんからの意見集

「令和４年度予算・町長所信表明」について
● 医療費無償の対象年齢が18歳まで拡大した記事は、3年ほど前に井戸端会議に
て自身が要望・意見し、今回実現したため関心を持った。
● 今回モニターになり、初めて予算の内訳をじっくり見た。それぞれの歳入・歳出の
金額の下にどのような意味合いのお金であるかがざっくり記載されており、わかり
やすかった。
「みんなの生活を支える町の予算」について
● 表題のとおり、一目瞭然、見やすかった。
● 各年代に対してどのように使われているかがわかりやすくなっており良かった。
「組合等議会報告」について
● 組合自体の事業内容がよくわからない。
● いろいろな組合があることはわかったが、昭和町議会がどのような形で参画して
いるかがイメージできなかった。
その他
● 一般会計予算への討論があったが、反対意見も貴重なため、一番興味を持った。
● 議会と町民が繋がっているような記事があればいいと思う。
● 専門用語の解説があると良い。

情報の多さ

読みやすさ

内容の満足度

A.多すぎる  B.少し多い  C.ちょうどいい
D.少し足りない  E.少なすぎる

A.非常に満足している  B.満足している  C.普通
D.あまり満足していない  E.全く満足していない

A.非常に読みやすい  B.読みやすい  C.普通
D.少し読みにくい  E.非常に読みにくい

A B C D E

32
1

A B

00

00

C D E

0 15

A B

00
C D E

0

6

0

通信簿議会だより

3歳児の両目を検査機器で数秒
撮影するだけでその場で結果が
わかる。

委員会活動報告
　令和4年4月28日、防災備蓄品の現状を確認するため、押原公園内の防災倉庫及び旧山梨中央銀行昭
和支店を視察しました。
　昭和町洪水ハザードマップによれば、釜無川氾濫による最大規模の大洪水が発生した場合、押原公園は
最大３ｍの浸水も想定されています。
　このため、食料品、毛布等の濡れると使用できない物品は、町施設の2階に移動し、ビニールシート等は
倉庫内の高い位置に置き、なるべく浸水の被害にあわないようにされていました。
　また、町施設の２階には、食料品、毛布の他にダンボールテント等の防災備蓄品がありましたが、他にも
空き部屋があることから、今後の利用方法については検討中とのことです。

総務教育
常任委員会

　令和4年5月2日、護岸工事の現状を確認するため、トライアル甲府昭和店の東側を流れる鎌田川の工
事現場を視察しました。
　この辺りはコンクリートの板の護岸でしたが、老朽化が進んでいたことから、本年度、県により護岸工事
が行われることになりました。
　現在、護岸工事は100m程度施工が終わっていますが、今後は、トライアル甲府昭和店東側から下流へ
135m程度を施工する予定とのことです。

一級河川鎌田川の護岸工事を視察産業厚生
常任委員会

鎌田川（昭和通り北側） 鎌田川（トライアル甲府昭和店東側）

押原公園防災倉庫 町施設2階

押原公園防災倉庫・町施設（旧山梨中央銀行昭和支店）を視察
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No.194
（この号）を
読んでください

ヒント

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール
gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 8月末日 消印有効

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に図書カードをお送りいたします。

No.193に
対する

次の問いに答えてください。
議員報酬額改正には、昭和町特別職
○○○審議会からの答申が必要Q

メールに移動18歳No.193のクイズの答え

会計数字や内訳が文字も大きく分かりやすい。

メールにて（67歳・男性）

ご意見をいただいた方には
個別に回答させていただいています。

字体は手書き風書体に変更してあります。

令和４年５月２６日に行われた山梨県町村議会議長会が主催する自治功労者表彰式にて、当議会が
優良町村議会として表彰を受けました。また、自治功労者表彰では、当議会の石原高明議長と林和仁
議員が表彰を受けました。

優良町村議会・自治功労者表彰を受賞

会
議

TOPICS

町の予算は白黒の時は、さらっと流し読みをしていま
したが、今回はカラーで分かりやすかったので、しっか
りと読みました。
私達の税金も監査委員の方々が、しっかり見守ってく
ださっているので安心です。

ハガキにて（85歳・女性）

今回のクイズについて。我が家の、もう随分大きくなった子ど
もたちが小さかった頃に、この医療費無償18歳までがあった
ら、どんなに助かっただろうと思いました。3人の子どもたちは
いつも誰かしら病院にかかっている毎日でした。本当に昭和
町は子どもがいる世帯にとって住みやすい町ですね。

メールにて（62歳・女性）

いし はやしかず ひとはらたか あき

表彰を受ける林議員

委

　員
：
こ
の
事
業
の
対
象
者
は
同
一
世
帯
に
属

す
る
者
全
員
な
の
か
。

福
祉
介
護
課
長
：
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
高
齢
夫

婦
世
帯
や
ひ
と
り
親
家
庭
と
そ
の
子
ど
も
の
世
帯

等
、
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
場
合
で
あ
る
。

委

　員
：
未
申
告
世
帯
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、
生

活
保
護
者
は
対
象
か
。

福
祉
介
護
課
長
：
未
申
請
世
帯
に
は
通
知
を
送
付

す
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
者
も
対
象
と
な
る
。

【
2
月
分
】

委

　員
：
児
童
手
当
の
支
給
金
額
に
1
円
単
位
の

端
数
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

管
理
者
：
本
来
、
児
童
手
当
は
所
得
や
年
齢
、
子

ど
も
の
人
数
に
よ
り
、
5
0
0
0
円
単
位
で
支

給
金
額
を
算
出
す
る
が
、
給
食
費
や
保
育
料
等
の

滞
納
分
を
相
殺
し
た
た
め
に
端
数
が
発
生
し
た
。

委

　員
：
児
童
手
当
の
受
給
者
数
は
。

管
理
者
：
受
給
資
格
の
あ
る
子
ど
も
の
人
数
は

4
ヶ
月
分
の
延
べ
人
数
で
1
1
2
5
9
人
で
あ

る
。

【
3
月
分
】

委

　員
：
地
域
支
援
事
業
包
括
的
支
援
事
業
交
付

金
は
、「
介
護
保
険
特
別
会
計
」
で
は
な
く
、「
介

護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
」
へ
の
歳
入
で
は
な
い
の

か
。

管
理
者
：
内
容
に
つ
い
て
は
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
事
業
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
山
梨
県

地
域
支
援
事
業
交
付
金
交
付
要
綱
に
よ
る
と
、「
介

護
保
険
特
別
会
計
」
の
県
補
助
金
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

か
ん
さ
の
部
屋

委員：監査委員　管理者：会計管理者

議会選出監査委員

林  和仁
はやし       かず    ひと

代表監査委員

小林　一
こばやし             はじめ

例
月
現
金
出
納
検
査

住
民
税
非
課
税
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

▼
4
日（
月
）

  

● 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

  

● 

情
報
化
研
究
会
研
修

▼
6
日（
水
）

  

● 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
12
日（
火
）

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
14
日（
木
）

  

● 

議
会
運
営
委
員
会

  

● 

全
員
協
議
会

▼
28
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

  

● 

町
村
議
会
広
報
編
集
委
員
長
会
議

▼
2
日（
月
）

  

● 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

▼
10
日（
火
）

  

● 

臨
時
議
会

▼
12
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

▼
17
日（
火
）

  

● 

町
村
議
会
議
長
会
議

▼
24
日（
火
）

  

● 

町
制
施
行
50
周
年
記
念
実
行
委
員
会

▼
26
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

  

● 

町
村
議
会
議
員
研
修
会

  

● 

自
治
功
労
者
表
彰
式

▼
27
日（
金
）

  

● 

議
会
運
営
委
員
会

▼
30
日（
月
）・
31（
火
）

  

● 

正
副
議
長
全
国
研
修
会

▼
3
日（
金
）〜
10
日（
金
）

  

● 

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会

　（6
月
議
会
）

▼
3
日（
金
）

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
17
日（
金
）

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
23
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

議
会
の
動
き（
一
部
掲
載
）

4
月

5
月

6
月

◀昭和町議会の全日程表はこちら

委

　員
：
派
遣
職
員
給
与
等
負
担
金
だ
が
、
職
員

を
何
箇
所
に
派
遣
し
て
い
る
の
か
。

管
理
者
：
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
及

び
甲
斐
市
・
中
央
市
・
昭
和
町
介
護
認
定
審
査
会

の
2
箇
所
へ
2
名
を
派
遣
し
て
い
る
。

委

　員
：
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
耐
震
診
断

と
し
て
、
当
初
予
算
で
3
0
5
万
円
を
計
上
し

て
お
り
、
今
回
の
補
正
で
全
額
減
と
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

管
理
者
：
昭
和
バ
イ
パ
ス
や
市
川
三
郷
線
沿
い
の

建
物
に
対
し
て
行
う
耐
震
診
断
の
調
査
費
。
対
象

と
な
る
建
物
の
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
ず
、
耐
震

診
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
補
正

減
を
行
っ
た
。
新
年
度
に
再
度
予
算
を
同
額
計
上

す
る
。

【
4
月
分
】

委

　員
：
地
方
病
体
験
記
の
冊
子
は
何
冊
印
刷
し

た
の
か
。

管
理
者
：
1
冊
2
2
0
0
円
で
1
0
0
0
冊
印

刷
し
た
。

委

　員
：
町
で
借
り
て
い
る
補
償
井
戸
の
土
地
固

定
資
産
税
は
誰
が
支
払
っ
て
い
る
か
。

管
理
者
：
土
地
の
所
有
者
が
支
払
い
を
し
て
い
る
。

【
令
和
3
年
4
月
分
】

委

　員
：
町
内
小
中
学
校
4
校
の
ス
キ
ー
教
室
中

止
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
約
2
2
8
万
円
も

か
か
っ
て
い
る
が
。

管
理
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
、そ
れ
ぞ
れ
2
回
程
度
延
期
し
た
た
め
、キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
高
く
な
っ
た
。

委

　員
：
押
原
中
学
校
増
築
工
事
設
計
業
務
委
託

料
1
億
5
1
8
0
万
円
は
今
回
で
全
額
支
払
っ

た
の
か
。

管
理
者
：
全
額
支
払
っ
た
。

監
査
委
員
と
は

　監
査
委
員
と
は
、
地
方
自
治
法
で
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
治
体
が
行

う
事
業
に
お
い
て
、
お
金
が
適
正
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
機
関
で
す
。

　今
回
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
事
業
及
び
令
和
4
年
3
月
〜
5

月
に
行
わ
れ
た
例
月
現
金
出
納
検
査
（
検

査
対
象
月
は
令
和
4
年
2
月
〜
4
月
及
び

令
和
3
年
4
月
）
に
お
い
て
、
監
査
委
員

か
ら
昭
和
町
の
会
計
管
理
者
（
出
納
室
長
）

へ
さ
れ
た
質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
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■
 発
　
行

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
409-3880
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越

542-2

■
 編
　
集

広
報
編
集
常
任
委
員
会

印
刷
 株
式
会
社
サ
ン
ニ
チ
印
刷

■
 発
行
人

議
長
 石
原
　
高
明

　

T
E

L.055-275-8842 （
直
通
）

T
E

L.055-275-2111 （
代
）

FA
X

.055-275-0370

議
会
だ
よ
り

し
ょ
う
わ

No.

2
0

2
2

.7
.27

194

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

Vol.57

清
水
新
居
区

は
た  

の

み

き

さ
ん

幡
野

　美
紀

☎275-8842（議会事務局）
【お問い合わせ】

議会を

　 傍聴

9月1日（木）
開催予定です

しませんか

次回定例会は
??

広報編集
常任委員会

長
田

　信
夫

石
原

　政
信

金
丸

　富
一

堀

　
　門
太

小
林

　耐
三

海
野

　
　豊

委
員
長

副
委
員
長

委

　
　員

住んでみて

河
西
区

さ
ん

野
澤

　幸
介

の   

ざ
わ

こ
う  

す
け

　
私
は
昭
和
町
に
住
ん
で
18
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
主
人
の
両
親
の
隣
に
家
が
あ
り
、
両
親
は
地

域
役
員
を
し
た
り
、
主
人
も
町
の
消
防
団
に
入
団
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
方
と
す
ぐ
に
馴
染
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
清
水
新
居
で
は
地
域
の
行
事
も
多
く
、
ま

ゆ
玉
作
り
や
ど
ん
ど
焼
き
、
球
技
大
会
や
お
祭
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
触
れ
合
う
こ
と
も
多
く
、
隣
の
人

を
知
ら
な
い
、
交
流
を
持
つ
こ
と
が
少
な
い
中
、
こ

の
地
域
は
何
か
あ
れ
ば
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
う

地
域
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
で
楽
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
昭
和
町
は
商
業
施
設
や
住
宅
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
車
に
乗
れ
な
い
方
も
歩
い
て
行
け
た
り
と

便
利
で
す
し
、
子
育
て
中
で
も
会
社
帰
り
に
も
寄
れ

た
り
、
一
箇
所
に
行
く
だ
け
で
何
で
も
揃
う
商
業
施

設
が
充
実
。
少
し
贅
沢
を
言
う
な
ら
ば
、
公
共
機
関

の
利
用
が
車
に
乗
れ
な
い
方
に
は
不
便
か
な
?
と
思

い
ま
す
が
と
て
も
住
み
や
す
い
町
で
す
。

昭
和
町
住
民
と
結
婚
し
て
良
か
っ
た

　
私
は
、
昭
和
町
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
妻
帯
し
て
か

ら
は
実
家
の
近
く
に
家
を
建
て
、
ず
っ
と
昭
和
町
に

住
み
、
快
適
な
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店
以
降

は
益
々
便
利
に
な
っ
た
う
え
、
町
の
雰
囲
気
は
ガ
ラ

リ
と
一
変
し
、
週
末
と
も
な
れ
ば
県
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
お
い
で
下
さ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
町
外
在
住
の
友
人
か
ら
は
、
と
に
か
く

羨
ま
し
が
ら
れ
、
私
も
昭
和
町
民
と
し
て
誇
ら
し
く
、

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、妻
も
子
供
も
、

も
ち
ろ
ん
こ
の
町
を
気
に
入
っ
て
い
て
、子
供
は
「
結

婚
し
て
も
昭
和
町
か
ら
は
離
れ
た
く
な
い
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
元
々
、
山
梨
県
の
地
理
的
な
中
心
地

点
で
あ
っ
た
本
町
で
す
が
、
今
で
は
、
本
当
の
意
味

で
県
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
人

た
ち
が
築
い
て
く
れ
た
我
が
町
を
、
私
達
、
責
任
世

代
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
後
世
に
残
し
て
い
き

た
い
で
す
。
昭
和
町
あ
り
が
と
う
。

昭
和
町
に
住
ん
で
い
て

　
令
和
4
年
も
、既
に
折
り
返
し
を
過
ぎ
ま
し
た
。

地
球
の
自
転
速
度
が
上
が
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
、

１
日
が
、
１
週
間
が
アッ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
す
。

ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
で
、
も
た
も
た
し
て
い
た

ら
時
代
に
置
い
て
い
か
れ
そ
う
で
す
。

　
臨
時
会
で
は
３
活
商
品
券
の
発
行
が
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
コ
ロ
ナ
禍
最
後
の
起
爆
剤
と
し
て
、

昭
和
町
は
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
V
字
回
復
を
成

し
遂
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
我
々
広
報
編
集
委
員
会
も
コ
ロ
ナ
ボ
ケ
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
時
代
の
先
を
見
な
が
ら
、
住
民
の
皆

様
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
読
ん
で
頂
け
る
広
報
誌

を
目
指
し
、
委
員
一
同
で
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
今
後
も
変
わ
ら
ず
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
編
集
常
任
委
員
 

堀
　
　
門
太

編
集
後
記
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